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平成平成平成平成１８１８１８１８年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書    

自：平成 18 年４月 1 日～至：平成 19 年 3 月 31 日 

 

１． はじめに 
  

政府によると、平成 18 年度の我が国の経済は、企業収益が大幅に改善するなど企業部門の好調

さが、雇用・所得環境の改善を通じ家計部門へ波及し、民間部門需要が引き続き堅調な中、雇用環

境が持ち直す動きがみられ、民間需要中心の回復を続けた。 

しかし、デフレからの脱却に向けた進展が見られるものの、物価については、国内企業物価は原

油など素材価格が高騰した影響による上昇がみられたが、その他特殊要因を除くと、消費者物価は

前年度比でほぼ横ばい、ﾃﾞﾌﾚ状況からの脱却が視野に入り、日本銀行は２月 0.25％の利上げを行

った。こうした結果、平成１８年度経済全体として見れば、国内総生産の実質成長率は、1.9％程

度のﾌﾟﾗｽ（名目成長率も 1.5％程度のﾌﾟﾗｽ）になったと見ている。 

そして、我が国の情報ｻｰﾋﾞｽ産業は、経済産業省が 2 月に発表した特定サービス産業実態調査に

よると、平成 18 年暦年の売上高は前年比 4,707 億円増、4.5％ﾌﾟﾗｽの 10 兆 9,295 億円と、平

成 17 年の 2.5％増を２ﾎﾟｲﾝﾄ上回った。 

この様な環境のもと、当協会は、平成 18 年度は昨年に引き続き社団法人化 10 周年運動として

会員増強に努め９社の新規会員を迎えることが出来ました。そして、県内最大の情報ｻｰﾋﾞｽ産業の

公益法人として、「彩の国さいたま情報化ﾌｪｱ」を「ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾘｰﾅ２００７」として平成 19 年 2 月 さ

いたま新都心ｽｰﾊﾟｰｱﾘｰﾅにて、埼玉県、（財）埼玉県中小企業振興公社などとの共催により開催し、

４０４の企業・団体が参加、2 日間で 9,８５０名と昨年を上回る入場者がありました。また、社団

法人化 10 周年記念として開催し、1１回目となった「彩の国ホームページコンテスト 2006」は、

県内のみならず全国各地より昨年を上回る 77 作品・130 名の応募があり、平成 19 年の賀詞交

歓会にて表彰式が行われ、埼玉県知事賞・さいたま市長賞等が贈呈された。 

海外交流事業として、平成 18 年 8 月にﾓﾝｺﾞﾙ政府情報通信局・在ﾓﾝｺﾞﾙ日本商工会議所の招請を

受けモンゴル国を訪問、モンゴル国立科学技術大学を始め IT 教育機関・IT 企業・政府機関等を訪

問した。また特に、人材確保推進事業では、会員企業従業員の労働条件改善のために「平成 18 年

度労働時間等設定改善推進団体」として厚生労働省埼玉労働局の認定をうけ事業を行った。 

その他、人材育成研修・人材確保事業、経営者セミナー、ビジネス交流会、システム技術研究、

調査活動、広報活動、産･学・官交流事業、福利厚生事業など諸事業を推進した。  
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２. 平成１８年度事業報告 

（1）人材育成事業 

① 情報通信人材研修事業 

社団法人情報ｻｰﾋﾞｽ産業協会助成金に基く IT 研修 

・「ｼｽﾃﾑ設計の考え方」研修 平成１８年 1２月 7・8 日開講 参加者：２３名 

・「ｿﾌﾄｳｪｱ設計の技法」研修 平成１９年 1 月 17・18 日開講 参加者：２５名 

②「若年者職業訓練」の受託 

雇用能力開発機構による「若年求職者に対する情報技術職業訓練」の事業主団体として 

指定され IT 研修・会員企業における職場実習を行う 

期間：平成 1８年 4 月より平成 1８年 11 月まで、受入実績：３１名 

平成 18 年 12 月生応募少数のため開講せず  

   ③「海外技術研修員」受入事業 

     埼玉県が招いた海外研修員を、会員企業で受け入れ技術指導を行う 

     期間：平成１８年 6 月より８月まで 

     米国・ｵﾊｲｵ州立大学生 ﾛﾊﾞｰﾄ・ｵｰﾙﾓﾝ氏（23 才）AGS㈱にて受入研修指導 

④ ビジネス講習会 

・ 中堅社員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈ-ｼﾞｬの育成：実践編」 

平成 18 年６月 16・17 日開講 さいたま市別所沼会館にて 参加者：14 名 

・ 若手社員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修「ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ能力向上」 

平成 18 年 11 月 9・10 日開講 さいたま市別所沼会館にて 参加者：10 名 

⑤ 「e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ」の実施 

・ 日本ｿﾌﾄｳｴｱ協会と共同にて、日本ﾕﾆｼｽ㈱の「e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ」を特別価格にて提供を受け 

参加会員企業１０社 

 

（2）地域情報化推進事業 

①「彩の国ビジネスアリーナ 2007」開催 

   埼玉県の産業振興を図るため、（財）埼玉県中小振興公社が中心となり､埼玉県・地元金融

機関等との共催により「ビジネスイベント」を開催 

     開催日：平成 19 年２月 7 日（水）・8 日（木）の 2 日間 

      開催場所：「さいたまス-パーアリーナ」 

      参加企業団体： 404 企業・団体（企業 354、大学・研究機関 34、その他 16） 

      来場者：9,850 名（2 月 7 日 4,350 名、8 日 5,500 名） 

    特に、今回は産学連携の推進により大学・研究機関の参加が昨年より 10 増えて３４とな

り、大学及び研究機関の研究ﾃｰﾏ・成果を紹介すると共に、共同研究・開発等にむけた情

報交換がなされた｡ 

 

   

 

 

 

②社団法人化 10 周年記念・第 1１回「ホームページコンテスト 2006」 

 今回で 11 回目となり、協会主催行事として定着。 

公募期間：平成 18 年５月 1 日～10 月 15 日 

表 彰 式：平成 19 年 1 月 
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応募作品：77 作品 参加者：１３０名 

 

＜受賞者一覧＞ 

埼玉県知事賞  内田 貴士（会社員）「小江戸 川越散策」 

さいたま市長賞 斎藤 邦啓 「誰でも簡単！ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ工房」 

特別賞 

    富士通賞  芋川 直輝 （松伏第２中学校）「天気・気象解説」 

キリンビール賞   ｼｰﾋﾞｰｼｰ IT 委託訓練 23 期生 「23 期生ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」 

       日刊工業新聞社賞  ｽﾊﾞﾙｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ㈱ 一條 勝 「ﾊﾟｿｺﾝを分解しちゃおうぜ」 

    埼玉新聞社賞 ｽﾊﾞﾙｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ㈱ 赤間 優太 「Please Imagine Sound」 

FM NACK５社賞 平野 有華（毛呂山町毛呂山中学校）「patron saints」 

    協会会長賞  ﾌｭｰﾁｬｰｷｯｽﾞ＠ﾎｰﾑ龍ヶ崎 INUKUMI  

南 慶一郎・ 伊東 ほのか ・黒部 勇輝・ 沼田 玲於奈 （龍ヶ崎小学校） 

「ﾌｭｰﾁｬｰｷｯｽﾞﾗﾝﾄﾞ」 

    協会会長賞  ﾌｭｰﾁｬｰｷｯｽﾞ＠ﾎｰﾑ龍ヶ崎 HAYOMITA 

          長谷川 利光・吉田 息吹・宮本 ひかり・高橋 佑生（龍ヶ崎小学校） 

「ﾌｭｰﾁｬｰﾗﾝﾄﾞ」 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ実行委員長賞 野上 順治 （無職）「のがみじゅんじのしゅみゆうゆう」 

小・中学生の部 

優秀賞    榎本 拓 （川越市立寺尾中学校 ） 「廃墟・廃線」 

高校・大学・専門学校の部 

最優秀賞 海老原 守 （共立大学） 「おばあちゃんの木版画」 

優秀賞  文 菊花 （共立大学・留学生） 「中国からの留学生/WEB 絵手紙展」 

一般の部 

    最優秀賞 伊藤 あい子（会社員） 「極楽ﾊﾟﾝﾀﾞ湯～正しいﾊﾟﾝﾀﾞの飼い方」 

    優秀賞  大野 信彦 （会社員） 「ひこばえ ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ」  

協会の部 

    最優秀賞     ㈱ﾌｼﾞﾐｯｸ埼玉 東海林 大輔 ほか 11 名 「チキンラーメン甲子園」 

 

③講演会・セミナーの開催 

タイムリーなテーマを選定して適宜開催し、新ビジネス展開の研究、協会会員間の 

ビジネス情報の交流を活発に推進する。 

・経営者セミナー：平成１９年２月 20 日 ITC 埼玉と共催  

大宮川鍋ﾋﾞﾙにて 参加者：７２名 

ﾃ ｰ ﾏ ｢求人環境・労働者派遣・請負制の諸問題」 

講師：埼玉労働局監督課長 吉谷 真治 氏 

・ 経営者セミナー：平成 19 年 3 月 12 日 ITC 埼玉と共催 

With You さいたまにて 参加者：５８名 

    Ⅰ. ﾃｰﾏ「平成 19 年度総務省の情報通信政策について」 

講師：総務省関東総合通信局情報通信部長 山本 滝夫 氏 

        Ⅱ.  ﾃｰﾏ「平成 19 年度経済産業省の情報通信政策について」 

講師：経済産業省関東経済産業局情報政策課長 山口 栄二 氏 

・講演会：平成 19 年 3 月 29 日 大宮ｻﾝﾊﾟﾚｽにて 参加者：56 名 

ﾃｰﾏ「高齢者雇用問題について」 
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講師：埼玉労働局長 古曳 享司 氏 

 

④「新産業支援機関」に参画 

   埼玉県・さいたま市の創業・ﾍﾞﾝﾁｬｰ支援事業の支援機関として、IT 業界に起業・進出した

い人に対する相談・技術支援などを行う。 

⑤「関東 IT 経営応援隊 in 埼玉」に参画 

   商工会議所などの経済団体・ITC 埼玉と連携し、県内企業の IT 利活用促進を図る。 

 ・熊谷地区ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流会 平成 19 年 3 月 20 日 ﾁｻﾝﾎﾃﾙ熊谷にて 参加者：42 名 

  熊谷商工会議所・NPO 法人埼玉 IT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀと共催にて、初めて熊谷地区にて開催。 

   

（3）調査研究事業 

①第 11 回地方公共団体情報化施策動向に関するアンケート調査実施 

県下の地方公共団体の情報化動向を把握し、地域情報化戦略立案や情報化計画策定等情

報提供と地域情報サービス産業の技術力向上を目的として実施。 

②第４回県内企業アンケート調査実施 

一般企業対象：県内企業の情報化動向及び、情報化の及ぼす労働状況を把握し、これら

の情報を提供することにより、情報化技術の向上を目的として実施。 

①・②「SAI-PRESSvol.52」に調査結果掲載 

③プロジェクト管理技術・開発方法・先進ＩＴの研究 

  システム技術部会において 年 1１回開催  

・ 活動報告書を 平成 19 年 5 月に発行予定 

 

9 月 14 日 オリズン・西巻 データマイグレーションについて 8 名 

10 月 12 日 
システムブレーン 

竹内 
『ｉ５をリッチクライアントでお化粧してみませんか？』 ６名 

11 月 9 日 
ティ・アイ・シー 

名生 
『６４ビットへの移行』 ９名 

12 月 14 日 
エイ・ケイ・システム 

眞瀬 
「ＶＢ６から．ＮＥＴへの移行は必要か｣ １０名 

開催日 発表者 発表テーマ 
参加 

人数 

5 月 11 日  本年度の活動方針、発表者の Assign 等 7 名 

6 月 8 日 ソルパック・後藤 SOA 概要 8 名 

7 月 13 日 
パシフィックシステム 

長瀬 
『レガシーシステムの再構築』PSC-Build の紹介 10 名 

8 月 10 日 
デジタルイノベーション 

井本 
情報システムの信頼性向上に関するガイドライン 8 名 
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1 月 11 日 フェロー・大塚 『中小プロジェクトにおける開発ツールの採用』 ６名 

2 月 8 日 合宿 マイグレーションの課題 ７名 

3 月 8 日 AGS・坂巻 ＣＭＭＩ（プロセス成熟度モデル）への取り組み ８名 

 

（4）啓蒙・普及事業 

① 会報誌「SAI-PRESS」の定期発行：年 4 回 

平成 18 年  4 月 「社団法人化 10 周年記念誌」発行 

平成 18 年 10 月 「SAI-PRESS ５０号記念誌」発行 

協会の動向を外部にアピールし、協会の知名度をより一層向上させる為、県内唯一の 

情報サービス産業の公益法人として積極的な情報を発信。 

②Web ﾒｰﾙ「SAI-PRESS 速報」２３回発信 

協会会員向けに、送達された情報を適宜 Web ﾒｰﾙにて発信。 

③会員名簿の作成 

 協会社団法人化 10 年を迎え、平成 18 年 5 月発行 

④協会ホームページの運営について 

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ委員会を中心に検討・作業を行う。 

社団法人化 10 周年記念事業として、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを更新。 

    

（5）産･学･官交流事業 

①情報サービス産業振興のために、埼玉県をはじめ経済産業省・総務省等及び JISA・ANIA

等諸団体・埼玉大学をはじめとする県内大学、地域共同研究センター、国・県主導の産学

官交流協議会等への参画、また国際交流を行う。 

◎「広域関東圏産業ｸﾗｽﾀｰ推進ﾈｯﾄﾜｰｸ」に参画 

◎ ｢埼玉県 GIS 普及推進研究会」への参画 

◎ 第 28 回全情連（ANIA）ぎふ大会：平成 18 年 6 月 22・23 日 参加者：12 名 

 

 

②海外交流事業：平成 18 年 8 月 2 日～７日 参加者：6 名 

ﾓﾝｺﾞﾙ政府情報通信局・在ﾓﾝｺﾞﾙ日本商工会議所の招請を受けモンゴル国を訪問 

モンゴル国立科学技術大学を始め IT 教育機関・IT 企業・政府機関等を訪問し、 

モンゴル国の IT 人材活用を検討推進。 

 

③新年賀詞交歓会：平成 19 年１月 25 日 ﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ大宮にて開催 参加者：148 名 

諸官庁･諸団体関係者を招くと共に、協会会員の交流、拡大を図る。 

・「第 11 回彩の国さいたまホームページコンテスト 2006」の表彰式を同日に開催 

 

（6）福利厚生事業 

   ①協会会員の福利厚生事業 

    ・第 13 回ボウリング大会：平成 19 年 2 月１９日 

浦和ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾝｽﾞにて  参加者：６４名 

＜団体戦＞  
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優勝 関東図書㈱ﾁｰﾑ 準優勝 ぶぎんｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ㈱ﾁｰﾑ 3 位関東ｿﾌﾄｳｴｱ㈱ﾁｰﾑ 

＜個人戦＞ 

優勝 坂本 光弘（ぶぎんｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ㈱）  準優勝 高橋栄寿（関東ｿﾌﾄｳｴｱ㈱） 

    3 位 横山 雅昭 （関東図書㈱） 

②チャリティー事業 

    ・第 11 回チャリティーゴルフコンペ：平成 18 年７月８日 参加者：３５名  

     優勝 遠藤 修一（ｹﾞｽﾄ･埼玉測量士協会） 準優勝 及川 修（ｹﾞｽﾄ･埼玉測量士協会） 

     3 位 斎藤 実（AGS㈱） 

義援金を社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会に寄贈 

 

（7）人材確保推進事業 

①労働時間等設定改善推進事業 

最近時、情報ｻｰﾋﾞｽ産業は若年求職者から労働環境が厳しいとの評価が高まり、新卒者の

応募が減っている。このような評価を払拭し、魅力ある職場作りのために業界あげて労働

時間等の改善に取り組まなければならないとの認識から、厚生労働省による「労働時間等

設定改善団体」の認定申請を行い 7 月認定され事業に着手。 

・推進会議 ： 平成１８年 ５月２６日推進会議メンバー：１７名出席 

       平成１８年 ９月５日推進会議メンバー：１４名出席 

       平成１８年１０月２５日推進会議メンバー：１４名出席 

       平成１８年１２月１４日推進会議メンバー：１１名出席 

平成１９年 ３月２９日推進会議メンバー：１８名出席 

・全体説明会：平成１８年 ５月２６日会員企業：３４社出席 

       平成１８年 ９月２７日会員企業：３１社出席 

・.セミナー開催  

Ⅰ.ﾃｰﾏ「労働時間を巡る諸問題について」 

   講師：社会保険労務士 阿部 真弓 氏 

平成１８年９月２７日 大宮ｻﾝﾊﾟﾚｽにて 参加者：３８名 

 

Ⅱ.ﾃｰﾏ「最近の労働問題について」  

講師：埼玉労働局監督課長 吉谷 真治 氏 

    平成１８年１０月２５日 ｻﾝﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ大宮にて 参加者：２４名  

・実態調査報告書・好事例集：平成１８年９月・平成１９年３月作成 各４００部  

     ・成果報告書：平成 19 年 3 月作成：400 部  

・啓蒙ﾎﾟｽﾀｰ：平成１８年９月作成：１，０００枚、リーフレット２，５００枚 

・啓蒙ﾃｨｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ：平成 18 年 12 月作成：6,000 個 

 

③共同求人活動推進事業 

・共同求人 2･3･5 月開催（合同就職面接会）（さいたま市・川越市にて） 

・インターネット求人：平成 18 年 4 月 

・ 産学交流会：学校・企業の求人懇親会：平成 18 年 9 月 27 日開催 

学校参加者：11 名 会員企業参加：２２社 

・求人ガイドブック 「SAI-PRESS５２号」に掲載 平成 1９年４月 

      

     （8）会員増強運動 

        より多くの情報サービス企業を結集し、地域情報サービス産業団体として、活動基盤の確立

を図るとともに、協会活動のより充実を図るため。 
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・年間目標：１０社  実績９社   

 

（9）社団法人化 10 周年記念行事について 

   当協会は、平成 8 年 4 月埼玉県知事より社団法人の認可を受け、埼玉県における情報サー

ビス産業唯一の公益法人として、地域情報高度化のための活動を積極的に続けて来ている 

平成 18 年 4 月に社団法人化 10 周年を迎えるに当たり、これを記念する行事を行う。 

・ 「社団法人化記念第１１回ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ」の実施 

・ 「SAI-PRESS vol. 48 社団法人化記念特別号」の発行 

・ 「SAI-PRESS」の創刊号より 48 号までの DVD 作成 

・ 「会員名簿」の作成 

・ 「協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ」の更新 

・ 会員増強運動の実施 平成 17・18 年度 計 25 社の新規加入 
◎「社団法人化記念式典・講演会・記念ﾊﾟｰﾃｨ」 

平成 18 年 5 月 26 日さいたま新都心のﾎﾃﾙﾌﾞﾘﾗﾝﾃ武蔵野において 参加者：150 名 
第 20 回通常総会の後、午後 2 時 30 分より「ものつくり大学野村東太学長」による記念

講演、引き続いて午後 4 時より埼玉県上田知事・さいたま市大場助役・総務省関東総合通

信局山本情報通信局長・経済産業省関東経済局三宅情報政策課長・ANIA 辻会長・韓国ﾃｯｸ

ﾉﾏｰﾄ金会長など多数の来賓を迎え＜社団法人化 10 周年記念式典＞開催され、上田県知事か

ら協会に長年の功績を評価し感謝状が野口会長に授与された。また、協会役員功労者に会長

より感謝状・記念品が授与された。その後懇親ﾊﾟｰﾃｨが行われ午後 7 時終了。 

 

 

３．おわりに 

  今年度も、会員皆様のご協力・ご支援により事業計画を着実に推進し出来ましたこと関係各位

に厚く御礼申し上げます。 

特に、平成 18 年５月に社団法人化 10 周年式典を開催、メインゲストに上田埼玉県知事をお迎

えして記念式典を行う事ができましたこと、ご同慶の至りです。 

また、皆様のご協力により社団法人化１０周年会員増強期間の平成 17・18 年度の 2 年間に

２５社の新規加入を頂き、社団法人として基盤強化が出来ました。そして、本年度は厚生労働省

の「労働時間等設定改善団体」に認定され諸事業を推進できました。 

会員皆様のご協力・ご支援に重ねて御礼申し上げます。 

これにて、平成 18 年度の事業報告を終わります。 
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３．会議報告 

自：平成１８年 4 月 1 日～至：平成１９年 3 月 31 日 

会 議 開催日・場 所 内         容 

通常総会 

第２０回 

平成１８年 5 月２６日 

「ホテルブリランテ武蔵野」 

 

会 員 数：正会員９４社、平成 1８年 5 月２６日現在 

出席会員数：3５社 委任状提出社３１社 計 66 社 

 ＜議 案＞    

第 1 号議案 平成 1７年度事業報告書(案)について 

第 2 号議案 平成 1７年度収支決算書（案）について 

何も原案通り可決。 

通常総会 

第２１回 

平成１９年 3 月 29 日 

「大宮サンパレス」 

会 員 数：正会員 ９７社平成１９年 3 月２９日現在 

出席会員数：３７社 委任状提出社４０社 計７７社 

＜議 案＞ 

第１号議案 平成１９年事業計画（案）について     

第２号議案 平成１９年収支予算書（案）について  

       何も原案通り可決。                                   

理  事 

監 事 会 

第８６回 

平成 1８年 5 月 1０日 

「ＳＳＣ４０５号室」 

〔出席者〕理事 20 名中 1６名・監事１名出席  

 ＜議 案＞    

（承認事項） 

1．第２０回通常総会附議事項 

第 1 号議案：平成 1７年度事業報告書（案） 

第 2 号議案：平成 1７年度収支決算書(案)について 

何も原案通り可決。   

第８７回 平成 1８年５月２６日 

「ホテルブリランテ武蔵野」 

〔出席者〕理事 20 名中 1６名・監事 2 名出席  

＜議 案＞    

（承認事項） 

１．野口会長、㈱さいたまソフトウエアセンター取締役就任の件 

２．入会承認の件 

〔正 会 員〕㈱ゲットワークス 

何も原案通り可決。   

第８８回 平成 1８年７月２５日 

「大宮ソニックシティ

７０８号室」 

[出席者]理事 20 名中 16 名・監事１名出席 

＜議 案＞ 

（承認事項） 

1．入会承認の件 

〔正 会 員〕㈱金融システム研究所 

〔賛助会員〕ティディシーソフトウエアエンジニアリング㈱ 

何も原案通り可決。   

第８９回 平成 1８年１０月 2５日 

｢パレスホテル大宮｣ 

〔出席者〕 理事１９名中 13 名・監事 2 名出席 

＜議 案＞ 

（承認事項） 

 1．入会承認の件 
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〔正 会 員〕㈱ビージーシステム㈱ 

       ㈱フロッサ 

〔賛助会員〕ナビオコンピュータ㈱ 

  ２．理事退任 中山 誠二 ㈱ウエルテック 

何も原案通り可決。   

第９０回 平成１８年１１月 2４日 

「大宮ソニックシティ

６０４号室」 

〔出席者〕 理事１９名中 1３名・監事 2 名出席 

＜議 案＞ 

（承認事項）  

1． 入会承認の件   

[正会員] ㈱シーアイアイ 

何も原案通り可決。   

第９１回 

 

 

 

 

平成 1９年１月２５日 

「パレスホテル大宮」 

 

 

 

〔出席者〕理事１９名中１８名・監事２名出席 

＜議 題＞ 

（報告事項） 

・ 平成１９年新年賀詞交歓会 

・ 「彩の国さいたまホームページ２００６」表彰式 

 

第９２回 平成 1９年２月 2３日 

「ＳＳＣ４０５号室」 

〔出席者〕 理事１９名中 1０名・監事１名出席 

＜議 題＞ 

（承認事項） 

1．第２１回通常総会附議事項 

第１号議案：平成 1９年度事業計画（案） 

第 2 号議案：平成 1９年度収支予算書(案)について 

何も原案通り可決。   

第９３回 平成 1９年３月 2９日 

「大宮サンパレス」 

〔出席者〕 理事１９名中 1３名・監事１名出席 

＜議 題＞ 

（承認事項） 

1．会長交代・副会長新任について 

  新会長として副会長の小川修一氏を選出 

  副会長として理事の鈴木真澄氏を選出 

  前会長野口正宏氏を相談役に委嘱 

何も原案通り可決。   

 

 


